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①大原五雲子の養生訓 
（毛利家文庫第五分冊*4 毛利家 206） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②曲直瀬道三の養生訓 
「雲陣夜話補遺秘伝」（毛利家文庫 16叢書 61） 

 

 

 

 

 

その他の養生訓 

【耳袋】 

「唐人医大原五雲子の事」：三田大乗寺（不明。三田には同名寺院なし）といえる寺に、

大原五雲子が墓あり。森雲禎などその流れを汲みて、今もって右流下の者訪ひ弔ひも致

し候よし。すなわち、五雲子は雲南といいしゆえ、雲禎が跡、当時雲南と名乗り候。右

五雲子は、明末の乱にかの地の王子の内一人、楽官のもの一人、都合三人漕（漂）流な

し来て、五雲子は医をもって業とし、高名をなし、かの王子は出家して禅宗にて祥雲寺

（俗称広尾の祥雲寺。臨済宗。渋谷区広尾五丁目）というに住職し、みまかりしよし。

楽人は大原勘兵衞と名乘り、喜多座の役者となり、雲子牌名に、東嶺院晴雲日輝居士、

万治三子年（1660）四月二十六日としるし、大乗寺にこれある由、人の語りぬ。 

（旗本の根岸鎮衛が、天明～文化年間にかけて書きついだ随筆） 

 

【久保田の落穂（菅江真澄随筆集）】 

「こまうどのくすし」：万治・寛文のころならむか、風にはなたれて、朝鮮の医家、五雲

子といふ人来り。こは産、高麗人にて、隣国へ渡るとて、逆風にしぶかれ、あらしほに

ひかれて松前に着て、此処に至れりといふ。手跡もつたなからず、良医也と云り。久保

田に来りては、大町ノ四丁目広嶋屋、今云ふ、ひろしまや仁右衛門が家にやどりて、病

客の来れば其病を掌をさすごとに知りて、薬飲しむるにあたらずといふ事なけむ。（後

略）         （文化 12年（1815）、菅江真澄 63歳の紀行文。久保田は秋田） 

 

【慊堂日暦】文政 10年（1827）七月十六日条 

○五雲子：姓は王、名は字寧。崇禎五年（1632）に帰化し麻布に居る。王姓は大原に出ず

るを以て、故に大原の五雲子と称す。墓は三田の大乗寺に在り。橘氏･池原氏･森氏の三

医は業を五雲子に受く。               （江戸後期の儒学者松崎慊堂の日記） 

 

大原五雲子（おおはらごうんし）は明末
（江戸初期）に渡来し、医をもって名を成し
たといい、随筆等にはいくつか登場しますが、そ
の経歴や人物像はほとんど不明です。 
慶安 3 年（1650）7 月 27 日の日付けを

もつ養生訓で、五雲子が毛利氏に求められて
差し出したものかと思われます。 

曲直瀬道三（まなせどうさん）は、戦国～安土桃
山時代の医師。日本医学中興の祖として田代三
喜・永田徳本などと並んで「医聖」と称されます。 
右写真は、毛利元就が永禄年中に尼子氏を攻め

た際、兵士の諸病治療のため京都にあった道三を招
き、その処方を記せしめたもの。奥書に「右例縄ハ千
治万療之通格也、後学宜請之而莫慢、元就公依
御懇望、於雲州島根陣中編録之」とあります。 
合冊の「雲陣茶話」（これも曲直瀬道三の著、写

真左）は毛利氏の島根陣中における見聞を、心身
の養生訓として意見したものです（写本）。 
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文書館資料にみる 
病気・医療・健康 

  

福間隆廉自記写 全 19冊（徳山毛利家文庫 福間隆廉自記） 身を保つ③ 

 

 

近世大名はどのような病気に罹り、ど
のような治療を受け、どのようにして健康
を保とうとしたのか。このことを知る手掛
かりとして、徳山毛利家文庫の「福間
茂左衛門隆廉自記写」をひもといてみ
ましょう。 

「福間茂左衛門隆廉自記写」は、
徳山藩士である福間茂左衛門隆廉
（1631～1723）が、天和元年（1681）
に「御用人」に命じられた翌年から、隠
居する元禄４年（1691）の上半期ま
での公私にわたる日記です。徳山毛利
家文庫に残るこの日記は、藩において
写されたものです。現在は 19 冊の冊
子として伝わっています。 
福間隆廉が専ら仕えたのは、徳山藩

２代藩主の毛利元賢（1670～1690）
です。元賢は１０歳で藩主となるもの
の、生来病弱であったためか、21 歳の
若さで病没してしまいます。 
元賢の側近くに仕えた福間隆廉は、

元賢の日常を細かく日記に書きとどめて

います。元賢の交友関係や、関心事、
大名として深めるべき教養の修練など、
近世大名の成長していく姿が生き生き
とよみがえります。 
そのため、体の弱かった元賢の病状も

細かく記録されています。医師による診
察結果は勿論、食事の種類や摂取量
も記録されています。時には、排泄物の
色や形状、分量にまで筆は及びます。
また驚くべきことに、元賢の病気治療に
あたった医師や隆廉は、施薬や、鍼灸
などの施術のみならず、心のケアをも視
野に入れて、藩主の健康管理に配意し
ていることが窺えるのです。 

実際に、元賢はどのような病気に罹っ
たのでしょうか。 
最も多かったのが「風気」と記録され

る病気です。風邪、もしくは風邪気味に
よる体調不良といったところでしょうか。こ
の「風気」にはよく悩まされ、数日で回
復する時もあれば、しばらくは服薬・療
養しなければならない時もありました。 
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徳山毛利家文庫 譜録 1018
（福間源左衛門） 

 
「福間茂左衛門隆廉自記」を記

した、福間隆廉の譜録。隆廉は、
徳山藩「御家老」の家柄である福
間元道の 5 男でしたが、新たに取り
立てられ、家を興しました。 
以後、代々「御馬廻」の格式で、

禄高 100石を与えられました。 

近世大名の病と健康 
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福間隆廉自記 巻 8 
貞享 2年（1685）正月 27日条 

 枠で囲った部分は、昨年の冬以来、「舌内」の治療のため
に食していた百舌の黒焼きを今日まで召し上がることとし、明
日からは止める、とあります。 
 「舌内」とはどのような病気なのか具体像は明らかではありま
せんが、その治療薬として百舌の黒焼きが有益だったのでしょ
う。１ヶ月あまりにわたって、おそらく毎日、毛利元賢はこれを
食べていたわけです。はたしてその「お味」はいかに…。 

また「御腹」の具合も芳しくない時があ
りました。お腹に張りがあるとのこと。風邪
が原因の場合が多かったようです。 
時には「腫物」もありました。「御右御

耳之下御はれ物」など、部位までしっかり
記録されています。 
「御口中御歯くき之上ニ御歯出可申

哉、御痛候」という記事も見えます。これ
は元賢数え１３歳の時のこと。「親知ら
ず」が生えてきたのかもしれません。 
体力の回復と健康維持には、針や灸

は勿論、食事にも気を配っています。 
滋養強壮には「人参」（おそらく高麗

人参）が定番でした。これらが食材として、
あるいは薬の原料のひとつとして供された
記事も見受けられます。 
また一風変わったものとして、例えば右

の写真。これは百舌を黒焼きにして食べ
ていたことが窺えます。この他にも国元か
ら「牛肉」が送られたりもしています。 
元賢はまじめな性格の持ち主で、何

事にも手を抜かず向き合ってしまいがち。
それが病気の一因になっているのでは？
隆廉たちはそう考え、元賢にストレスをか
けないよう配慮しています。例えば、病み
上がり後の読書は取りやめています。根
を詰めての勉学は、元賢の負担になると
みたようです。 

 
「福間茂左衛門隆廉自記写」は、藩

主の日常が窺える貴重な記録と言えるの
です。 
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 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

天和 2 ① ① ①  ① ①  ② ② ② ② ② 

天和 3 ③ ③  ③ ③/閏  ④ ④ ④ ④   

貞享１ ⑤ ⑤ ⑤  ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑦ ⑦ ⑦ ⑦ 

貞享２ ⑧  ⑧ ⑧ ⑧ ⑨ ⑨ ⑨ ⑨ ⑩ ⑩ ⑩ 

貞享３ ⑪ ⑪ ⑪/閏 ⑪  ⑪ ⑫ ⑫ ⑫ ⑫  ⑫ 

貞享４ ⑬ ⑬ ⑬ ⑬  ⑭ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ ⑮ 

元禄１  ⑯   ⑯ ⑯ ⑯ ⑯ ⑯   ⑯ 

元禄 2 ⑰/閏 ⑰  ⑰ ⑰ ⑰ ⑰ ⑰ ⑰ ⑰ ⑰ ⑰ 

元禄 3 ⑱ ⑱ ⑱ ⑱ ⑱       ⑲ 

元禄 4 ⑲ ⑲ ⑲ ⑲ ⑲ ⑲ ⑲      

 

「福間茂左衛門隆廉自記写」採録状況（丸数字が巻数／「閏」は閏月分の記事があることを示す） 
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文書館資料にみる 
病気・医療・健康 

  

「普救類方」（塩田家文書 和漢 124～135） 身を保つ④ 

 

 

 
8 代将軍徳川吉宗は、享保 14 年

（1729）、薬の知識の不足により多くの
命が地方で失われていることを憂い、庶
民向けの医学書である『普救類方』を幕
府の医師に命じ編纂させました。 
つづいて享保 18 年（1733）、享保

の飢饉後に疫病が流行したため、応急
の薬の処方を記した『救民薬方』を印刷
し全国の村々に配付しました。 
写真は『普救類方』で、著者は林良

適と丹羽正伯です。全 12 冊からなるこ
の本は、庶民も手に入れ易いように代銀
９匁８分という格安の値段で販売され
ました。 
「頭之部」「面之部」「目之部」「鼻之

部」など身体の部位毎に病状を列挙し
ています。その症状に対して、内外の医
学書の中から、庶民にも入手可能な薬
や簡単な治療法を選んで平易な和文で
紹介しています。また最終巻では薬草の
種類を図入りで解説しています。 
例えば、頭痛の対処法としては、 

頭痛に、いたちささげを粉にして水にてとき、
こびんに付べし。又ハ、いたちささげを袋に
入枕にしてよし。        本草綱目 

と、中国の本草書である『本草綱目』
を引用し、マメ科の多年草である「イタ
チササゲ」を用いた処方を説明していま
す。その他、数種類の書物から別の処
方も示しています。 
また、同じ頭痛でも「頭痛甚つよく頭

裂くるがごとくなる」場合には、 

当帰きざみて二匁、酒一合いれ、七分目
に煎じつめ用ゆ         本草綱目 

と、細かな症状の違いに応じ、対処
法を書き分けています。 
これらの多くは、漢籍や経験に基づく

記述と思われますが、中には、「刀によ
り指を切り落とした時には、蟹の脳髄や
脚の髄を取り、熬って付けると良い」な
ど不思議な記述もあります。これなどは、
蟹の強力な再生能力にかこつけたもの
でしょう。 
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病気になった‼その時に 

病気は突然やってきます。その
痛みや辛さを改善するために、一
刻も早く対処法を見つけ出し、処
置しなければなりません。 
そのような場面で使用されること

になる普救類方は、できるだけ使
いやすいことが肝心です。そのた
め、きめ細かな目次が備えられる
など、編集に工夫が凝らされていま
す。   
急病の時に、大いに役に立った

ことでしょう。 
 

 
 

普救類方～江戸時代の『家庭の医学』～ 
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